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者
』（
一
九
六
二
）、『
座
頭
市
』（
一
九
六
二
）、『
眠
狂
四
郎
』（
一

九
六
三
）、
田
宮
二
郎
の
『
犬
』
シ
リ
ー
ズ
（
一
九
六
四
〜
六
七
）

と
か
。
大
映
映
画
は
日
活
や
東
宝
と
違
っ
て
、
映
像
に
ず
し
り

と
重
量
感
が
あ
っ
て
。
後
か
ら
考
え
た
ら
、
撮
影
は
宮
川
一
夫

だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

平
川　
あ
の
こ
ろ
は
、
大
映
、
東
宝
、
日
活
、
東
映
、
松
竹
の

五
社
に
よ
っ
て
、
撮
る
も
の
が
か
な
り
違
い
ま
し
た
よ
ね
。

内
田　
僕
ら
の
世
代
で
は
圧
倒
的
に
日
活
が
人
気
だ
っ
た
。
大

映
映
画
観
て
い
る
中
学
生
な
ん
か
い
な
い
も
の
。
日
活
フ
ァ
ン

は
吉
永
小
百
合
一
筋
だ
っ
た
。

平
川　
い
や
、
石
原
裕
次
郎
フ
ァ
ン
も
い
た
し
、
特
に
僕
ら
の

世
代
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
赤
木
圭
一
郎
な
ん
で
す
よ
。
ま
ぁ
、

こ
の
こ
ろ
は
娯
楽
な
ん
だ
け
ど
、
高
校
生
や
大
学
生
く
ら
い
か

ら
、
深
く
刺
さ
っ
て
く
る
映
画
と
い
う
の
が
あ
っ
て
。
最
初
の

衝
撃
は
、
や
は
り
『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
』
だ
っ
た
。

内
田　
僕
は
一
九
六
二
年
の
夏
に
観
た
。
公
開
し
て
か
ら
半
年

く
ら
い
経
っ
て
た
け
ど
、
丸
の
内
ピ
カ
デ
リ
ー
で
ま
だ
上
映
し

て
た
。
一
年
半
く
ら
い
ロ
ン
グ
ラ
ン
上
映
し
て
た
ん
だ
よ
。

平
川　
で
も
、
僕
が
見
た
の
は
中
学
生
の
後
半
か
、
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

内
田　
僕
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
た
。

平
川　
自
分
か
ら
映
画
館
に
行
っ
て
観
た
、
最
初
の
映
画
と
い

う
と
？

内
田　

た
ぶ
ん
、『
シ
ェ
ー
ン
』（
一
九
五
三
）
と
『
駅
馬
車
』

（
一
九
三
九
）
の
二
本
立
て
。
封
切
り
か
ら
ず
い
ぶ
ん
経
っ
て
た

ん
だ
ろ
う
け
ど
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
。
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
な
ん

て
、
ず
い
ぶ
ん
後
に
な
る
ま
で
行
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
。

平
川　
自
発
的
に
観
に
行
っ
た
映
画
で
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、

僕
も
『
シ
ェ
ー
ン
』
な
ん
で
す
。
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
、『
こ
れ

が
シ
ネ
ラ
マ
だ
』（
一
九
五
五
）
が
最
初
か
な
。
父
親
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
な
。

内
田　
最
初
の
シ
ネ
ラ
マ
は
帝
劇
で
観
た
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン

ド
主
演
の
『
戦
艦
バ
ウ
ン
テ
ィ
』（
一
九
六
二
）
だ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。『
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
』（
一
九
六
二
）
も
帝
劇

の
天
井
桟
敷
で
観
た
な
。

平
川　
そ
の
こ
ろ
の
映
画
は
、
娯
楽
と
し
て
観
て
い
た
？

内
田　

も
ち
ろ
ん
、
映
画
は
娯
楽
の
王
者
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
？

少
な
く
と
も
僕
に
と
っ
て
は
そ
う
だ
っ
た
。
中
学
生
の

こ
ろ
も
映
画
は
よ
く
観
た
よ
。
定
期
試
験
が
終
わ
っ
た
後
と
か

に
、
よ
く
君
の
名
前
を
ダ
シ
に
使
っ
て
、「
平
川
君
ち
行
っ
て

き
ま
〜
す
」
っ
て
言
っ
て
、
鵜
の
木
の
安
楽
座
に
行
っ
て
た

（
笑
）。
僕
は
そ
の
頃
、
大
映
映
画
が
大
好
き
で
ね
。『
忍
び
の

娯
楽
と
し
て
の
映
画
、
深
く
刺
さ
る
映
画

平
川　
今
回
の
特
集
は
、
表
題
と
し
て
は
「
生
涯
の
一
本
」
な

ん
だ
け
ど
、
考
え
て
み
る
と
、
生
涯
の
一
本
を
決
め
る
な
ん
て
、

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
話
で
さ
。
だ
か
ら
、「
青
春
の
一
コ
マ
」

「
人
生
を
変
え
た
一
本
」
み
た
い
に
、
も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
な

角
度
の
切
り
口
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。

で
、
ま
ず
は
、
い
ち
ば
ん
初
め
に
観
た
映
画
と
か
、
内
田
君

の
個
人
史
的
な
と
こ
ろ
を
聞
い
て
お
こ
う
か
と
。
僕
の
場
合
、

中
学
校
の
こ
ろ
に
毎
日
や
っ
て
い
た
「
テ
レ
ビ
名
画
座
」
で
観

た
『
さ
よ
な
ら
を
も
う
一
度
』（
一
九
六
一
）
が
、
初
め
て
映
画

っ
て
も
の
を
意
識
的
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
が
恋
人
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
パ
ー

キ
ン
ス
よ
り
年
上
で
、
あ
れ
で
年
上
の
女
性
に
対
す
る
恋
愛
感

情
と
い
う
も
の
が
芽
生
え
ち
ゃ
っ
た
。「
私
は
も
う
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
な
の
よ
」
っ
て
言
っ
て
年
若
い
恋
人
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す

る
バ
ー
グ
マ
ン
の
切
な
い
演
技
が
良
く
て
（
笑
）。

内
田　
「
テ
レ
ビ
名
画
座
」
は
、
僕
も
よ
く
見
た
。
あ
れ
で
映

画
に
目
覚
め
た
人
っ
て
、
僕
ら
の
世
代
で
は
多
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

平
川
克
美

ひ
ら
か
わ
・
か
つ
み
●
一
九
五
〇
年
東
京
都
生
ま
れ
。
文
筆
家
。

喫
茶
店
「
隣
町
珈
琲
」
店
主
、
立
教
大
学
客
員
教
授
、
ラ
ジ
オ
デ

イ
ズ
特
別
顧
問
。『
路
地
裏
で
考
え
る
　
世
界
の
饒
舌
さ
に
抵
抗

す
る
拠
点
』（
ち
く
ま
新
書
）、『
21
世
紀
の
楕
円
幻
想
論
　
そ
の

日
暮
ら
し
の
哲
学
』（
ミ
シ
マ
社
）
な
ど
著
作
多
数
。

内
田
　
樹

う
ち
だ
・
た
つ
る
●
一
九
五
〇
年
東
京
都
生
ま
れ
。
思
想
家
、
武

道
家
。
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
精
華
大
学
客
員
教
授
、

凱
風
館
館
長
。『
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
考
え
る
』（
毎
日
新
聞
出

版
）、『
そ
の
う
ち
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）

な
ど
著
作
多
数
。

特
別
対
談

僕
ら
は
こ
ん
な
映
画
を
観
て
き
た

僕
ら
は
こ
ん
な
映
画
を
観
て
き
た


